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2／社会保険あきた／28年12・29年１月

秋田支部長（兼任）　那　波　伊四郎

副会長（鷹巣支部長）　竹　村　雅　行

副会長（大曲支部長）　伊　藤　辰　郎

副会長（本荘支部長）　小　石　和　弥

専　務　理　事　　　　鎌　田　一　寿

一般財団法人 秋田県社会保険協会

那　波　伊四郎
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秋田県社会保険協会からのお知らせ

開　催　日　時 会　　　　　　　場 申込期限 定　員

「講習会」参加申込書

■説明内容／

■講　　師／

■申込み・問い合わせ先

■ 開催日時・会場

秋田県社会保険協会では、社会保険事務担当者および退職を間近にされた被保険者とその配偶者を対象に
「保険・年金セミナー」を開催します。受講は無料 ですのでお気軽にご参加ください。
受講ご希望の方は下記の参加申込書にご記入のうえ、郵送またはＦＡＸにより各申込期限までに秋田県
社会保険協会あてにお申し込み下さい。
　※同一事業所から複数名参加することも可能です
　※定員になり次第締め切らせていただきます

保険・年金セミナーのご案内
社会保険事務担当者講習会退職に

備えて
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秋田県社会保険協会からのお知らせ

平成 28年度

社会保険事業の功労者を表彰

三　浦　孝　子　　秋田市：株式会社秋豊ネットライズ

大　渕　昌　子　　男鹿市：社会福祉法人富永会

伊　藤　　　博　　秋田市：タプロス株式会社

安孫子　千摩貴　　能代市：独立行政法人地域医療機能推進機構秋田病院

畠　山　和　彦　　鹿角市：八幡平地熱株式会社

奥　山　哲　哉　　横手市：伊藤建設工業株式会社

加　藤　美優希　　仙北市：万六建設株式会社

高　橋　英　一　　湯沢市：一般社団法人介護療養型老人保健施設あきのみや

蒲　田　則　夫　　由利本荘市：山科建設株式会社

佐　藤　 太郎　　にかほ市：地域型年金委員

日本年金機構理事表彰

佐　川　禎　子　　秋田市：株式会社佐川商店

小笠原　由香子　　大館市：丸山建設株式会社

柏　谷　良　雄　　大仙市：太田町生活リゾート株式会社

幸　島　絹　子　　由利本荘市：株式会社コウジマ工業

日本年金機構理事長表彰

日本年金機構年金委員表彰

厚生労働大臣表彰
年金委員功労者
笹　村　邦　夫　　大館市：花岡土建株式会社

健康保険委員功労者
小　松　敏　之　　由利本荘市：社会医療法人青嵐会

おめでとうございます

年金委員・健康保険委員研修会が開催されました
　11月22日、秋田県内で委嘱されている年金委員・健康保険委員を対象に、各地区におい
て委員研修会が開催されました。ここ秋田会場では秋田地区と鷹巣地区の委員研修会に先立
ち、長年にわたり社会保険事業の運営に功労のあった県内の事業主、年金委員・健康保険委
員の方々に対し、表彰状の伝達が行われました。
  栄えある受賞者は次のとおりです。（敬称は省略させていただきます）
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門　間　真　弓　　八郎潟町：横浜電子工業株式会社

安　藤　路　子　　秋田市：秋田鋪道株式会社

嶺　脇　昌　則　　北秋田市：社会福祉法人秋田県民生協会

佐　藤　利　昭　　大仙市：髙吉建設株式会社

安　部　富美子　　横手市：貴俵電気設備工業株式会社

鎌　田　文　一　　横手市：株式会社マウンツ

西　村　利　和　　由利本荘市：長田建設株式会社

全国健康保険協会秋田支部長表彰

川　上　優　子　　鹿角市：株式会社佐藤組 木　村　美保子　　湯沢市：株式会社キコー

全国健康保険協会理事長表彰

全国健康保険協会健康保険委員表彰

（一財）秋田県社会保険協会長表彰

（一財）秋田県社会保険協会事業功労事業所表彰

株式会社林工務店　　　　　秋田市

秋田やまもと農業協同組合　三種町

株式会社浅利佐助商店　　　鹿角市

石垣鐵工株式会社　　　　　大館市

羽後交通株式会社　　　横手市

秋田銘醸株式会社　　　湯沢市

佐藤建設株式会社　　　由利本荘市
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日本年金機構からのお知らせ



社会保険あきた／28年12・29年１月／7

27 3 12 2

全国の年金事務所で

を実施しています。
予約相談年金の予約相談

ご予約いただくと…
①お客様のご都合にあわせて、スムーズ
　に相談できます！

②相談内容にあったスタッフが事前に準
　備のうえ、丁寧に対応します！

予約の申し込みは「ねんきんダイヤル」へ！

○予約相談希望日の１カ月前から前日まで受付しています。
○ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書をご準備ください。
○お近くの年金事務所でも受付しています。

0570－05－1165
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全国健康保険協会からのお知らせ
協 会 け ん ぽ

傷 病 手 当 金

出 産 手 当 金

保険証に関するお願い

ご注意願います！
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010-8507

018-883-1800

限度額適用認定証の申請をおすすめします

出産育児一時金の「直接支払制度」

高 額 療 養 費 療 養 費

出産育児一時 金

埋 葬 料
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全国健康保険協会からのお知らせ
協 会 け ん ぽ

社会保険協会からのお願い

会 員 変 更 届

　事業所の所在地・名称等を変更されたときは、管轄の年金事務所に手続きされるとともに、当
社会保険協会にも下記様式により 郵送又はFAX（０１８－８３２－３６８１）でご連絡くださる
ようお願いいたします。

　変更前の欄はすべてお書き下さい。

お問い合わせ先：（一財）秋田県社会保険協会：℡０１８－８３１－６２０５
　　　　　　　　　　　　　　　　  〒010-0001　秋田市中通６－７－９

事 業 所 名

事 業 所 所 在 地

電 話 番 号

事 業 所 記 号

変　　更　　前

〒 〒

変　　更　　後

ご担当者名

所在地・名称等を変更されたときは社会保険協会にもご連絡ください

018-883-1841

®
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協会けんぽホームページ
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年金と確定申告について

Ｑ 　私は老齢厚生年金を受給しながら、会社に勤務してい
ます。支払われている年金から所得税が引かれています
が、確定申告は必要でしょうか。

Ａ　　　　厚生年金や国民年金の老齢年金は、所得税法　　　上の「雑所得」として課税の対象となります。この
ため、65歳未満の方で年金額が108万円以上、65歳
以上の方で年金額が158万円以上の方については、日
本年金機構からの年金の支払いの際に所得税を計算し
源泉徴収しています。また、対象となる方には、日本年金
機構から、扶養親族の確認のために「扶養親族等申告
書」を送付し、ご提出いただいております。
　年金以外に所得のある方については、確定申告が義
務付けられています。そのため日本年金機構において、
老齢年金の受給者全員に対して、毎年その年中の支払
額、源泉徴収額および扶養親族等の内訳を記載した「源
泉徴収票」を作成し、翌年の１月中旬から下旬にかけて
送付しております。確定申告をする場合には、この源泉
徴収票を税務署に提出することになります。

　なお、平成23年分以降につきましては、公的年金等
の収入金額が400万円以下であり、かつ、公的年金等
にかかる雑所得以外の所得金額が20万円以下である
場合には確定申告は不要となりました。
　また、確定申告が不要である方でも、医療費控除や生
命保険料控除など年金からの源泉徴収で控除を受ける
ことができなかったときなど、その年中に源泉徴収され
た所得税が納め過ぎとなる方は、あらためて確定申告を
行うことにより、税金の還付を受けることができます。
　老齢年金を受けている方で、2月になっても源泉徴収
票が届かないときは、再発行いたしますので、「ねんき
んダイヤル」（0570-05-1165）か、お近くの年金事務
所にお問い合わせください。
　また、確定申告する必要があるかどうかについては、
お近くの税務署にお問い合わせください。

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」
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第168回　冬の病気やけがに気を付けて
　冬は健康管理が難しい季節です。冬に多い、病気やけが・事故についても予防し、元気に過ごすための
ポイントをお知らせします。

★ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル

★ねんきんダイヤル（年金全般に関する相談）

年金についての相談やお問い合わせ先

平成29年１月 平成29年２月
日 月 火 水 木 金 土

保険料の納期内納入にご協力ください保険料の納期内納入にご協力ください 月末には社会保険料振替口座の残高確認を
お願いします。

休日・夜間の年金相談窓口をご利用ください

一般財団法人秋田県社会保険協会

日 月 火 水 木 金 土

6

13

20

27

7

14

21

28

5

12

19

26

1

8

15

22

29

4

11

18

25

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

6

13

20

27

7

14

21

28

5

12

19

26

1

8

15

22

2

9

16

23

3

10

17

24

4

11

18

25

病気

狭心症
心筋梗塞

痔

関節痛

事故や
けが

入浴事故

転倒
冷え込んだ朝の外出は控えるなど。

生活上
の注意

飲みすぎ

餅による窒息

低温火傷

冬に気をつけたい病気やけが・事故についてご紹介します

病気や事象 症状や状態 対策や注意点

【対策】
・外出時の防寒対策：防寒着、マフラー、手袋等
・屋内の温度差に注意
・脱衣所と浴室やトイレの温度差に注意
・喫煙はもちろん受動喫煙も問題

【対策】
・下半身を温める腹巻や下着をつける
・便秘を予防するために適度な水分と食事のバランス
　をとる
・肛門を清潔に保つ
・飲酒を控え、ほどほどにする
・ストレス解消し、十分な睡眠とバランスの良い食事をとる

【腰】1時間に1回は軽いストレッチ、温かい下着など防
　寒対策をとる
【ひざ】ウオーキングなどで筋肉の衰えを防ぐ
【肩】肩を冷やさない。体を温めて血行を促進

脱衣所を温かくし、入浴前に水分補給、湯温はぬるめ
（39～41℃）にして長湯は控える。食事の直後や気
温の低い早朝・深夜には入浴しない。

12月から3月にかけての死亡者数は、6月か
ら9月にかけての暑い時期に比べ2倍近く
に増加します。気温が低いこと、温度差が
大きいことなどが影響します。

下半身が冷えて、血行不良になり免疫力が
低下するためです。【原因】排便のコントロ
ール不良・アルコールや大量の香辛料の摂
取・疲労の蓄積・体の冷え。

冬の寒さによって血行が悪くなると、周辺の
筋肉まで硬くなってしまうため、腰・ひざ・
肩などのよく動かす部位にはいつも以上に
大きな負担がかかります。「軟骨」がすり減
ってしまうため、関節痛を引き起こします。

脳卒中、心筋梗塞など、冬季に発生。

路面凍結による転倒の心配も。転倒による
骨折から寝たきりになることもあります。

年末年始はお酒の飲みすぎにご注意を。頭部打撲など生命にかかわるケガにつながることも。また、
酩酊状態での入浴は体に負担がかかるだけではなく、溺死の恐れがあります。

餅は小さく切り、よく噛んでから飲み込みましょう。介助が必要な方には、寝たままでは食べさせない
よう注意しましょう。

「熱い」という自覚がないまま、重症になることがあります。使い捨てカイロやホットカーペットの使
い方に注意しましょう。

冬の病気とけがや事故について
冬に多い病気としてはインフルエンザやノロウイルスなどの感染症、狭心症や心筋梗塞、
関節痛などがあり、また、事故やけがなど生活上の問題が発生します。

※感染症については、平成28年10・11月号にてご紹介しました。


